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 Zusammenfassung  :
  In der vorliegenden zweiten Halfte dieser Arbeit werden weitere verschiedene Texte  fiber das  Japahbild der deutschen Mittel-  und 
Spataufklarung  ubersetzt  und erlautert. D.h.;  III.  Allgemeine Historie der Reisen zu Wasser  und zu Lande usw. Bd.21 (1753) (eine 
Fortsetzung der ersten  Halfte), IV. Johann Georg Zimmermann, Von dem  Nationalstolze (1766),  V-1. Johann Gottfried Herder, Ueber 
Erkennen  und Empfinden in der menschlichen Seele  (1774),  und V-2. Ders., Ideen zur Philosophie der Geschichte d r Menschheit (1884-91). 
Durch diese  Ubersetzung werden Materialien  fiir  griindliche Forschungen  fiber die Gestaltung des historischen Japanbild in Deutschland 
bereichert.  Fiir die  "Humanitatsforschung"  und das "interkulturelle Verstehen" scheinen einerseits Zimmermanns psychoanalytische 
Kritik an der japanischen Nationalstolz  und andererseits Herders klimatologischer Vergleich zwischen Japan  und China als 
exemplarischer Versuch noch heute von  groBerer Bedeutung.
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析であると同時に,勢い,暴 走 しかねない危 うさを宿
している。たしかに,「人間の虚栄心はこのような無知




















皿.ケ ンペル 『日本 誌』 の批 判 的な 受容 と
日本像 の刷 新 一 《水陸旅行叢書》第11巻
(1753)[翻訳 と注解:中 澤 武,中 澤 孝子]
[第4節 日本の政治体制]日 本の君主は有力者たち
をひとまず服従させた うえで,今 度はいかにして彼 ら
をその服従状態に留めておこうかと,昼 も夜も企てを
めぐらせている。 この君主は,有 力者たちの力を弱め
るために,彼 らの領地を分割 し,彼 らの意図の裏をか









































































[第5節 日本人の体型,服 装,教 育,学 問,芸 術 と





言葉には,日 本人の容貌に関 して,鋭 い洞察を含んだ
さまざまな情報が集められているのが分かる。この歴
史家に言わせれば1概 して 日本人はかなり醜い奴等で



























が贅を凝 らす物は他にない。彼 らは刀を2本 も帯に差
してお り,刀の柄や,し ばしば鞘までも真珠やダイヤ













































カチやス リッパや,さ まざまな包みがいっぱい載せ ら
れた大きなお盆を携行する。奥様の傍には侍女たちが
付き添って歩き,或 る者は扇,別 の者は天蓋付きの高

























として,そ れに即 して行動するように慣 らされる。そ
の後,子 供たちは国語を教えられる。つまり,うまく




















している。 日本の劇作はちょうど我々のもの と同 じよ



















































る。これ らの行政官たちの傍 らには,大 勢の下級役人
たちがいた。」


















































































































(F)。日本人は1日 を12時間 と し,ま た,そ の1時 間
を12等分 したものにも,こ れ らの名前 をこの順序 に従
って当て はめている。 このよ うな理 由で,日 付 ばか り
でなく,1時 間単位 の時刻,さ らには或 る事件 が起 き
たのは何時何分 であったかまでも歴史書 に記録 できる
ので ある。 ところで,日 本人 に とって昼 間は,日 の出
か ら日の入 りまでの時間 である。 この時 間を 日本人 は
等間隔 に6分 割 し,夜 も同 じく6等 分す る。 そこで 日
本人の1時 間 は,季 節 によって長 かった り短 かった り
す ることになる。
ところで,日 本 人に よれ ば 自然元素 は10個あるが,
これ は単 に,60年周期の 中で12星座 と組み合 わせ て用
い るた めに10とい う数 が必要 だか らにす ぎない。 とい
うの も,そ の よ うな場合以外 には,日 本人 は本来,5
つの元素 しか知 らないか らである。つ ま り,木,火,
土,金 属,水 の5要 素がそれ であって,こ れ らの各 々
に2つ の記号 を付 け加 えて12要素 を得 る。 日本 の1年
は冬至 と春分 との間の,ほ ぼ2月5日 頃 に始 まる。 と
ころで,日 本大 は新月 の祝 いにほ とんど迷信的 なまで
にこだわ ってい るた め,2月5日 前後 でこの 日に最 も
近い新月の 日に新年 を始 める。彼 らは月暦 〔大陰暦〕
のみ を用い てい るた め,2年 か ら3年 毎 に13カ月続 く
年 があ り,結 局19年に7回 の閏年が ある ことに なる。
日本の商人が用い る計算術 はとても簡単 だが正確で
ある。彼 らが計算 に用い るのは,一 種 の板 の上 に小球
の はま った棒 を置いた もの 〔算盤〕 である。 日本人 の
商人は この計算板 を用いて,加 減乗除 を中国人 と同 じ
よ うに一瞬 に して行 う。たぶ ん 日本人 は,中 国人か ら
この よ うな技術 を借 りて きたのであろ う。
日本人の 中で学が あるのは僧 たちである。僧 たちは,
14才になるまで彼 らのも とに留 まる若者 たちを,自 分
た ちの力だ けで教育 しなけれ ばな らない。 このよ うな
学校 は非常 に数 が多 い。 フランシスコ ・ザ ビエル の手
紙 を読む と,都(Meaco)の周辺 には当時4つ の学校
があって,そ の各校 に少 な くとも3千 人 か ら4千 人 の
生徒がい るそ うである。それ にもかかわ らず,全 国で
生徒数の最も多い足利学校(SchulezuBα%4%θ)の生徒
数は,それを遥かに上回っていたそうである。女子の
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ある。 日本人の医者は,入 浴を頻繁に繰 り返すことに
よって病気を防ぐとい う目標に向けて,最 大限に心を








繊細 さは,中 国人が一度も達成 したことのないもので
ある。 日本の陶器は秀逸なことで有名である。刀は比
類な く強靭である。 日本製の漆 〔器〕は他国製の どの
漆 〔器〕にも勝るし,また 日本以外の国では,ど こも
日本ほど丁寧に塗装の作業を行わない。 日本人は,飲
み物や料理の作 り方では,ど んなイン ド人をも上回っ

















史 〔誌〕を調査 したとい うことは,確 かに否定できな




























































































































は皆,自 分 自身の信頼できる家臣をもっていて,こ の
家臣は主人にその過失を言上する以外,何 もしないの
である。結局,日 本では人を騙すことが最 も憎まれて
お り,どのような小 さな嘘も死をもって罰せ られる。
日本人は誰も皆,自分の信 じている宗教の掟に従って,






の愛,す なわち民衆の怒 りを買 うのではないかとい う






























酷であ り,弱者や病人に対 しては厳 しく,無慈悲であ
る。また日本人は,強 情であるとともに生命を軽視す








めたのも,日本人 とポル トガル人 との双方が同じ生活
様式と気質をもっているためである,と考えられ る。
では何が具体的に同 じか というと,ケンペルによれば,









て,生 か死かを決定する権利をもっている。 しか し,




































れた心情に勝 るものではないであろ う。そして,こ れ
と比較 され うるものは,子供が自分たちの存在の創造















ゆるものが,こ れ と同じように飾 り立てられている。
一般に客をもてなす席では,音楽が演奏される。っま
り,一言でいえば,目 と耳を喜ばせるもので欠けてい












によって,日本ではキリス ト教徒の数 自体 と同じくら
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この政治形態から混乱状態が生 じても,国主たちへの
忠誠 と服従を最大の美徳 と考えている国民が非難 され
る謂れはまったくないのである。
[訳注]出 典:、4」膨 〃2θ勿θ砺`o卿4θ7Rθゴ3飢鰯 肱ssθ7観4翅
加 〃吻04θγSα〃2〃z1%㎎α1'θ7Rθ∫sわ s6加θ伽 η躍η,ωθ励 θδ∫sf孟zo
勿3躍s6厩4θ"θ%助耀 〃θ〃 刀oπα〃θπVδ!々`物伽 απミ9卿わ8η
%・0廟η,襯4θ 伽 η"01ZS伽惣 θηB卿 げ 勿0η4θγ η膨 γη
E雇わθs6加励 襯9㈱4Gθs6耽 肋 彿αcみεπノ[_]1)%κ勉 θ吻
c}θs8JZs6乃碗9θ1θ履 θγ惚 ηηθ〃 〃zE㎎傭chθ犯224∫伽 〃z召η9θ〃㎎1槻,
観4α κs4θ甥sθ」δθπz6〃44θ刎 ル αη2δs∫∫dzθπ 勿sD2彿なc力θ
励 θ魏'2観,21Bde.,Leipzig1747-1774.本稿 は第11巻(1753)
所 収 の 第36,37章に よ る。
(*)『 日本 切 支 丹 史 』 全3巻(1715)の 著 者,シ ャル ル ヴ
ォア(PierreFrangoisXavierdeCharlevclis,1682-1761)
を指 す 。 彼 はイ エ ズ ズ会 士 と してカ ナ ダ で布 教 活 動 を行 な
い,20年 以 上 に わ た り 『トレブ ー 百 科 事 典』 の 編 集 に も従
事 した 。
訟 沙 汰 に巻 き込 まれ,特 に そ の 晩 年 は 深 い 孤 独 の 中 に あ っ た。
さ らに そ の思 想 の 面 で は,ツ ィ ンマ ー マ ンは 当初,ニ コ ラ
イ や ヴィー ラ ン ト,レ ッシ ン グ,メ ン デ ル ス ゾー ンな ど と の
交 流 を通 して啓 蒙 思 潮 へ の理 解 を示 して い た が,1780年代 末
に は フ ラ ン ス革 命 の影 響 も あ っ て,逆 に 啓 蒙 思 想 家 た ち を 激
しく批 判 す る よ うに な った 。 なお,18世 紀 の最 も重 要 な 哲 学
辞 典 の1つ に数 え られ る ヴ ァル ビ(JohannGeorgWalch)の
『哲 学 辞 典(P履OSOρ肱 納 θsLθ短COη)』を 見 る と,そ の第4版
[Leipzig1775(11726)]では,「感 受 性(Em面ndlichkeit)」
の 項 目で ハ ラー と共 に ツ ィ ンマ ー マ ンの 名 を挙 げ,上 記 の 学
位 論 文 を 参 照 して い る。
とこ ろ で,ツ ィ ンマ ー マ ンが しば しば 所 謂 「通 俗 哲 学 者 」
と し て評 価 され るの は,主 に 本 書 『民 族 的 自負 心 につ い て
(偽2248吻ハ匂'ゴ0κ6夢'∫如たθ)』(11758,41768)および 主 著 『孤 独
につ い て(砺 わθ〃 ∫θE∫〃30〃2々θの 』(4Bde.,1784/85)の成 功
に よ る とこ ろ が 大 き い。 以 下,本 書 で は しば しば 日本 の 事 例
を話 題 に して い る が,こ の よ うな 事例 は 大抵 の 場 合,民 族 的
自負 心 が 否 定 的 影 響 を及 ぼす 実 例 と見 な され て い る。




【解 題 】 ヨハ ン ・ゲ オ ル ク ・ツ ィ ンマ ー マ ン(JohannGeorg
Zimmermann,1728-1795)は,スイ ス の現 ア ール ガ ウ州,ブ
ル ッ グ(Brugg)に生 ま れ,ベ ル ン とゲ ッテ ィ ン ゲ ン で 医 学
を修 め,ハ ラー(AlbrechtvonHalled708-1777)からは 特
に 大 き な影 響 を受 け た。 例 え ば,ツ ィン マ ー マ ンは ハ ラ ー の
指導 を受 け な が ら論 文 『感 受 性 に つ い て の θ加 吻 δ傭 魏)』
(1751)によ っ て 学 位 を 受 け た し,『 ハ ラ ー 伝 ¢8δθη4θ∫
.磁7㍑"o〃。肋 〃〃)』(1755)はツ ィ ンマ ー マ ン に文 筆 家 と して
の 名 声 を もた ら した 。1768年,ツィ ンマ ー マ ン はハ ノー フ ァ
ー に 招 聰 され てイ ギ リス 王 室 の侍 医 とな り,後 に は ロ シ ア皇
帝 エ カ テ リー ナ2世 の 寵 を受 け,ま た プ ロイ セ ンの フ リー ド
リ ヒ大 王 か ら も病 気 治 療 の 助 言 を請 わ れ るな ど,医 師 と して
名 声 を 博 した 。 だ が,そ の 反 面 で 彼 は,飽 く無 き名 誉 欲 と他









か ら生まれ出た,と信 じており,こ うした起源のゆえ
に,植民地を甚だ しく蔑視 していた。
エジプ ト人は,かつて自分たちはこの世で最 も古い
住人であったと見な してお り,彼 らの言葉によれば,
その帝国は,す でにア レキサンダーの治世をさかのぼ
ること4万8,863年にして成立 し,まず神々によって支





日本人は最大級の侮蔑を受けたと思 うであろ う。 とは
いえ,日本人は謙虚であるか ら,自分たちの神々の起




混沌 か ら立ち現れた最初の神 であ る国常立尊(Kuni
TbkoDatSiiNoMikotto;KunitokodatsunoMikoto)は,
他 のあ らゆる国々に先 立って 日本 を創 造 した うえで,
そこに 自らの居 を定めた。 国常立尊は6柱 の後継神 た
ち と共 に,名 状 しがたいほ ど永 い年 月にわたって大空
の神 々の王朝 を創 り出 し,こ の王朝 が 日本 をその保護
下に置い た。 これ らの神 々の うち最初 の3柱 は,ま だ
女性 とい うものを身近 に置 かなかった。 なぜ な ら,そ
の3柱 の神 々は,特 別 な仕方 で子供 を作 ってそれ を生
み 出す術 を知 っていたか らである。 あとの4柱 の神 々
は,自 らのた めに女性 を創造 したにもか かわ らず,子
孫 を生み出す にはこの世な らぬ仕方 を用 いていた。だ
が,そ れ も伊弊諾尊(JsanagiNoMikotto;Izanagino
Mikoto)が石敲(Jsiatadakki;Ishitataki)とい う鳥か ら
女性 との情の交わ し方 を学ぶまでの ことで,伊 弊諾尊
は,ち ょうど後代の我々卑小な人間 どもがそれ以後 し














































































































「天下」とい うのも日本の書物に しば しば見られる
日本国の別称であるが,正 式な名称とい うよりはむ し
ろ,日本民族がその虚栄心から自国に与えた比喩的な
名称である。 「天下」とは 「天界の下の国」とい うほど
の意味で,そこから日本人は日本国の皇帝のことを「天



















の特別な偉大さを有 している。 日本人は生命を軽蔑 し
ているが,自殺 となると,日本ではイギリスやスイス
































V.ヘ ル ダーの 人 間学 一歴史 哲学 に お ける
日本 への 関心[翻 訳と注解:寺 田 俊郎]
1.『 人 間 の 魂 の 認 識 と 感 覚 に つ い て 』(1774)
【解題 】ヨハ ン ・ゴ ッ トフ リー ト・ヘル ダ ー(JohannGottfhed
HerdeU744-1803)は,この 論 文 をベ ル リン ・ア カ デ ミー の
懸 賞 問題 へ の解 答 と して構 想 した。
ヘ ル ダ ー は す で に 『世 界 形 成 の 普 遍 史 』(翫 卿7sαム
gθ30耽〃'84〃B∫1伽ηg4〃晩1∫,1766)の中で 「中 国 と 日本 の 政
治 」 を扱 っ て い た が,そ の 著 作 の 計 画 が初 め て 表 明 され た の
は,ケ ー ニ ヒスベ ル ク か ら海 路 で ナ ン トに 向 か う旅 の 日記,
す わ な ち 『1769年の我 が 旅 日記 』(力%㍑ αZ〃2卿〃1観 ∫θゴ〃1
力 〃1769)にお い て で あ る。 こ の 日記 は生 前 に は 出版 され な
か った が,ヘ ル ダ ー の個 人 的 な記 録 で あ る と同 時 に,「 シ ュ ト
ル ム ・ウ ン ト ・ ドラ ン ク(疾 風 怒 涛)」 の文 献 資料 で も あ る。






オランダ,ド イツの情勢,中 国と日本の政治,新 世界の自然
























人類 は さま ざまな集 団,す なわ ち民族,都 市,家 族
に分かれ るが,そ れ らはみな必ず1つ の感 情の領域,
1つの風 土,1つ の生活様式 の中で親密 に生 きている。
1つの先祖 の息子達 であ り,同 じよ うな心身のつ く り
であ り,し たがってまた,似 か よった考 え方 をす る。
アラ ビア人 とグ リー ンラン ド人 の,柔 和 なアメ リカ ・
イ ンデ ィアン と冷酷 なエ スキモーの住む世界 は,ど れ
ほ ど違 うこ とであろ う。彼 らの体格,食 物,、教 育,彼
らか ら受 ける第一印象,そ して彼 らの感情 の内的構造
は,ど れ ほ ど違 うこ とで あろ う。そ の感情 の構造 の上
一77一





るが,こ れは,彼 らの感情 とそれに適合 した思考の現
れである。 日本には,隣 の中国 と比べて,何 という生
き方 と感 じ方 とがあることだろ う。E1本の考え方は






[訳 注]出 典:JohannGottfhedHerde蔦 乙励 θ7sE7θ々%瑠η









































きな頭,小 さな目,丸い鼻,扁 平な頬で,ほ とんど髭
はなく,脚はたいてい曲がっている。その統治形態と
教えは暴力的な強制に満ちてお り,ただこの国にだけ
すっか り適合 している。専制の第3の 様式はチベッ ト

























の天 と地に和 しており,その生活様式から発 して祖先
から代タ受け継がれてきたものであるだけに,い っそ
う深く刻みつけられているのである。外国人が最も驚
くとき,彼 らは最もはっきり理解 していると信 じてい
















の精華,伝 統と習慣の子である]世 間では,地 球上の

























そ うした中で,中 国人が 自らの精励の最大の好敵手
を育てた島国,そ れが 日本である。 日本人はかつて未
開人であ り,その好戦的で勇敢な性格か らして,じつ
に剛健で気性の激 しい未開人であった。 日本人が文字
と学問,手 工業と技芸を学んだその民族 〔中国人〕 と

















がるアメリカの開化 した2つ 国の うち,一 方の国の文
化に影響を与えたかどうかは,判 定するのが難 しい。





















[1.ギ リシャの地勢 と住 民]イ ギ リスを ドイツ と比
較 してみ るがよい。イ ギ リス人 は ドイ ツ人 〔と同 じ〕
である。確 かに,ご く最近 にまで,ド イツ人 は最 も重
要 な事柄 にお いてイ ギ リス人 の模範 になってきた。 し
か し,島 国であるイ ギ リスは早 い時代 か ら他 国よ りも
普遍的精神 を働 かせ るよ うになったので,こ の精神 は
この島国にお いて他国 よ りも鍛 え られ,困 窮 した内陸
の国には望むべ くもない堅 固 さに容易 に達す るこ とが
できた。デ ンマー ク諸 島,オ ランダや北 ドイ ツはもち
ろんの こと,イ タ リア,ス ペイ ン,フ ランスの海岸地
方 について も,ヨ ー ロ ッパ のスラヴースキタイ諸国 な
どの内陸地方,す なわ ちロシア,ポ ー ラン ド,ハ ンガ
リーな どと比較すれば,同 様の事情 に気づ くだ ろ う。
優 れた地勢 に恵まれた島,半 島,海 岸では,大 陸の国
の一律 で古い法制の圧 迫の下では生 じ得なか った よ う
な,努 力の精神 と自由な文化が生 じた とい うことを,





















あ りえないのである。 中国もそ うであるし,日本もそ
うである。自らの深いところに基礎をもつ古い建造物。
ギリシャの体制はいっそ う技巧的であり,その卓越 し
た共和国は,政 治的な均衡 を求めて,数 世紀の永きに
わたって戦ったのである。共通の危機が彼らを一致さ
せ,そ の一致が完全なものだったならば,こ の強壮な











〔第1部 と第2部 への補遺 〔_〕,第6巻〕[冊.前述
の民族の絵図に基づく認識,推 論,願 望]諸 民族の正
確な描写は,残 念なが ら,非常に新 しい発明なのであ
る!と い うのも,誰が例えばブ リーの絵図や,古 い
木版画や銅版画を頼 りにできるであろうか。それ らは
明らかに真実の精確 さを素通 りして,驚 異的なものや
珍奇なものか美 しいものを求めたか らである。そして,






















してくれていないのは,あ ま りにも控え 目である)。
〔その場合,〕地球上のほぼすべての民族に接近 した り,
あるいは彼 らを手中に収めてもいる商業国は,中国人








1877-1913,M13/14.なお,本 稿 の 訳 出 に 当 って は,そ の 全
訳 で あ る鼓 常 良訳 『人 類 史論 』(白 水 社,1948/49)を参 照 し
た。 ま た,解 題 で 言 及 した 『人 間 形 成 の た め の も う1つ の 歴
史 哲 学 』 の 全 訳 が,登 張 正 實 責 任 編 集 『ヘ ル ダー ・ゲ ー テ 』
(『世 界 の名 著 』 第38巻,中 央 公 論 社,1979)に 『人 間性 形
成 の た め の歴 史 哲 学 異 説 』 と して 収 め られ て い る。 この 訳 文
と解 説 も参 照 した 。
〔W・シ ュナ イ ダー ス編 『啓 蒙 主義 辞 典 一 ドイ ツ と
ヨー ロ ッパ 』,ミ ュ ンヘ ン,1995,462頁〕
【関連文献の紹介】 [担当 寺田 俊郎]
WbrnerSchneiders(Hrs替),L8短々oπ虎7∠4瞬 読7%㎎r
P6跳oみ伽 伽 η4Eκ名ρρα,Mnnchen1995,462S.
細々とカン トを読んできたが,い っもテキス トの読みに
汲々としている私は,カ ン トの使 う概念の歴史的背景を十分
に顧慮 してきたとはとてもいえない。それは自覚 していたし,
もっ と勉 強 しな ければ と感 じて いた が,こ の辞 典 の
Autonomie(自律),Gesetzgebung(立法),Klugheit(怜倒),
Mnndigkeit/Emanzipation(成年/解 放),RechtundMoral(法・
権利と道徳)な ど,カ ントに縁の深い項 目を読んで改めてそ










































































えばカントは,中 国や 日本の鎖国を擁護 した。そしてケンペ
ル以降,(同じく商館医であった)ツー ンベ リやシーボル トの
著作によって,日 本に関する知見が広められることになる。
ちなみに,本書の執筆者一覧によれば,大 多数を占める ド
イツ語圏の執筆者以外にも,欧米各国か ら若干の研究者が参
加 している。なお,編 者のW・シュナイダースはミュンスタ
ー大学の哲学教授で,本書と同時期の著作に,DasZeitalterder
Au}kllirung,Munchen1997がある、
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